



業され､ 永年医史学を研究されてきた杉立義一先生は ｢京の医史跡探訪｣ を著しており､ この一冊が
京都の医史跡を知るうえで重要な資料となっている｡ そこで､ この書を携えて京の医史跡を訪ねている｡







この誓願寺 (中京区新京極三条下ル東入ル) は浄土真宗深草派の本山である｡ 元は油小路通元誓願
寺にあったが天正年間 (1573～1592) に現在地に移転したものという｡ 近くには角倉了以の拓いた高
瀬川があり､ 島津の歴史博物館､ 大村益次郎・佐久間象山遭難の場所､ 坂本龍馬遭難の地等の史跡が
ある｡ 今回も誓願寺でお参りを済ませて墓地へ向かう｡ 前回､ 墓地の見学は自由にできたが､ 今回は
管理人が置かれ､ 許可を得なければ立ち入ることができないようになっていた｡ 出入り口は二階建て
日本家屋の風情を生かした建物で､ 遠くからも目に付くよう ｢山脇東洋先生の墓｣ と ｢安楽庵策伝上
人墓所｣ の表示がある｡
この安楽庵策伝上人 (1554～1642) とは如何なる人物か｡ 墓地内の案内によれば､ 浄土宗の高僧で
茶人として知られ､ ｢伝承笑話｣ という著作もあり後世の落語や小話に大きな影響を与えた人といわ
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けられており､ 傍らに駒札が立てられている｡ 墓地は平成 6年に再建・改修がなされたものであり､
駒札には次のように書かれている｡
山脇東洋のヒューマニズム
｢山脇東洋 (1705～1762) は18世紀の京都が生んだ名医の一人です｡ 1754年 (宝暦 4 年) に日本で
はじめて医学の目的で人体の内臓をしらべ ｢蔵志｣ を刊行して実証的な科学精神の灯を医学界に点じ
ました｡ 山脇一門はその後も熱心に人体内臓の研究を重ねすぐれた業績をあげ､ また解剖供養碑をた
てて慰霊しています｡ この供養碑には男女14名の戒名が刻まれ､ 東洋の精神を受けついでいます｡ 東
洋夫妻の墓碑および解剖供養碑が永年の風雨に曝され傷みがひどくなってまいりましたので今回再建・
修理しました｡
平成 6 年 9 月18日 山脇東洋顕彰会｣ と記されている｡ ところが､ 平成 6 年以来15年の歳月を経て
いるため既に駒札の文字は読みにくくなっている｡
東洋 (夫妻) の墓のすぐ左手の角､ 3 ～ 4 メートル離れたところには山脇社中解剖供養碑がある｡
これも平成 6年に改修されたもので墓碑の隣には小さな ｢墓碑整備記念之碑｣ も建てられている｡
ここに刻まれている14名の男女は何れも罪人であり､ 山脇東洋､ 東門､ 東海等によって観臓の対象と
なった者である｡
利剣夢覚信士 剣光利脱信士 剣光涼月信士 利宅祐剣居士 剣室如幻信女
利剣大悟信士 大心受剣信士 利剣浅良信士 剣刃秋声信女 剣室如心信女
剣刃春風信士 剣光向西信士 剣刃朝槿信士 剣住利生信女
このうち､ ｢利剣夢覚信士｣ は山脇東洋が観臓した罪人 ｢屈嘉 (くつよし)｣ であり､ 宝暦 4 年
(1754) 閏 2 月 7 日､ 西土手刑場で斬首された者の戒名である｡ ｢夢覚｣ とは長い間の医学上の混迷の
夢を呼び覚ましてくれたことに対してつけられたという｡





く葬った｡ これは今日､ 医科大学で毎年実施している解剖体慰霊祭に当たるものであり､ おそらくこ
れが日本で最初の慰霊祭となったものと思われる｡
東洋は ｢蔵志｣ の中で屈嘉について次のように述べている｡ ｢夫れ､ 屈嘉なる者に一面識なし｡ 而し
て我が党をして千歳の大疑を徴せしむるは豈に非ずや｡ 其のわが道に於けるや大勲ありと謂ふべし｡｣ さ
らに東洋は ｢子何ぞ情けを慰める｡ 誠を陳べて薄奠す｡ 尚はくば饗けよ｡｣ と屈嘉に感謝を捧げている｡
ここで､ この山脇東洋の墓地について触れておかなくてはならないことがある｡ 実際､ ここに葬ら
れているのは 2代目の玄脩と 5代目の東海の次男で28歳で亡くなった玄坤の 2人とその夫人だけで､
東洋夫妻は伏見区深草の真宗院山脇家の墓地に葬られている｡ 誓願寺に墓がつくられたその理由は真
宗院が遠方にあるため､ 東洋没後のお参りの墓が誓願寺につくられたとのことである｡ また､ 2 代目
玄脩の墓が誓願寺にあるのは時の住職と親交があったからといわれている｡
次は京阪本線四条駅より､ 山脇家墓地のある伏見区深草の総本山真宗院へ向かう｡ 深草駅 (りゅう
こくだいがくまえ) で下車し､ 疏水を越えてなだらかな坂道を20分程歩くと真宗院に着く (伏見区深
草真宗院山町)｡ 静寂につつまれている寺院の境内を過ぎ､ 墓地は裏手で更に一段と高い斜面につく
られている｡ 山脇家歴代の墓所は左手前で分かりやすい場所にある｡ 墓碑銘は ｢養寿院法眼東洋先生
之墓｣ 更に ｢四年申戌 官に請いて斬首死因屍を解く｡ 茲の年八月八日先生病みて卒す｡ 享年五十有












(1597～1678) の養子となったが､ 子供がなかったため東洋が養子となった｡ 山脇玄心は曲直瀬玄朔
のもとで医学を修め､ 禁裏の侍医となり勅命により養寿院の号を賜った名医として知られている｡
東洋は名を尚徳､ 字は玄飛､ 子樹､ 通称は道作｡ 号は東洋､ 移山という｡ 初め李朱医学を修め､ 享
保十二年 (1727) 玄脩の死後､ 30歳を過ぎてから古医方の後藤艮山に師事し､ 香月則真､ 稲生宣義､









｢医の古を称する､ 素問を首と為し､ 霊枢難経､ 之に亜ぐと云う｡ 其の五臓六腑､ 表裏転輸､ 五
行五色､ 経絡配当を説くもの最も詳と為す｡ 魏晋以降､ 推尊奉戴して､ 以て吾が道の宗源と為す
も復異論なし｡ 不佞尚徳 (東洋)､ 小少より刀圭の業を修め､ 職を疾医に奉ず｡ 講究熟読の間､
大疑ひそかに萌えす｣
古来より異論をさしはさむことなく尊重されてきた古典医学の疑問を解明したいという強い意思が
うかがえる｡ また東洋はパドゥア大学教授ヴェスリング (1598～1649) の解剖書を入手していたこと
もあり､ 密かに解剖の機会を待っていたのである｡






宝暦四年(1754)閏 2 月 7 日に斬首となった罪人は 5人で､ その内 4人は首をさらされた後､ 罪人の
























て記念とする 1976年 3 月 7 日
日本医師会 日本医史学会 日本解剖学会 京都府医師会
6 . 観臓以後の東洋
人体解剖のパイオニアとなった東洋は解剖から 5年後に ｢蔵志｣ を刊行した｡ 乾坤の二冊､ 紙総数






ることも記されている｡ 東洋は解剖に対する批判を考え､ 蔵志の刊行まで 5年間の期間を置いたが､
批判と反論は東洋と同派の古医方､ 吉益東洞からあがった｡ 東洞は ｢万病一毒論｣ を提唱し､ 中国伝
来の医学書に自己の臨床的経験を積み上げることに視点を置いた臨床家で､ ｢蔵志｣ 刊行の年に ｢医
断｣ を刊行し解剖無用論を主張した｡
また､ 東洞より更に厳しく東洋を批判したのは讃岐の医師佐野安貞である｡ ｢蔵志｣ 出版の翌年
｢非蔵志｣ を刊行し､ ｢夫れ､ 臓の臓たる形象の謂に非ず｡ 神気を蔵するを以ってなり｡ 神去り､ 気散
じて､ 蔵ただ虚器､ 何をもって視聴言動の其の所に随うことを知らん｡ また､ 何れを以って栄衛三焦
の統紀を見ん……｣ と強く批判した｡ 医家の中でも解剖反対論は根強いものがあったが､ 多くの批判
があっても東洋は観臓所見を確信していたので怯むことはなかった｡
しかしその東洋も､ 1762年 8月 6日鷹司家へ往診に出かけ､ 昼食としてご馳走になったものが悪かっ
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